
い
か
な
る
理
由
に
よ
る
も
の
か
、
新
築
計
画
は
一
転
し
て
建
物
借
用
へ
と
変

更
し
、
遂
に
は
東
京
教
育
博
物
館
の
方
が
湯
島
へ
移
転
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ

の
辺
の
経
緯
は

『
国
立
科
学
博
物
館
百
年
史
』
（
昭
和
五
十
二
年
同
館
発
行
）
に
記

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
隠
微
な
事
情
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
左
記
の
竹
内
久

一
の
回
顧
談
に
も
そ
れ
が
窺
わ
れ
る
。

學
校
組
織
の
準
備
が
出
来
て
愈
々
上
野
の
教
育
博
物
館
の
跡
へ
移
る
事
に

な
っ
た
。
尤
も
此
の
移
る
事
も
ま
だ
秘
密
で
稜
表
せ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、

芳
崖
先
生
が
教
務
上
の
事
や
ら
秘
密
の
事
や
ら
は
、
何
時
で
も
侃
先
に
聴

い
て
来
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
か
4

る
次
第
で
す
か
ら
、
芳
崖
氏
を
始
め
と

し
て
、
友
信
氏
正
明
氏
と
私
と
が
、
ま
だ
盛
ん
に
縦
翌
を
許
し
つ
4

あ
る

教
育
博
物
館
に
出
掛
て、

ひ
そ
か
に
敷
地
の
検
分
を
や
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
が
二
十
一
年
の
秋
の
事
で
、
此
時
に
な
っ
て
は
會
計
主
任
に
は
鳥
羽

聖
敬
氏
が
来
ら
れ
、
ま
た
黒
川
員
頼
氏
も
来
ら
れ
ま
し
た
が
、
長
沼
守
敬

氏
は
博
物
館
へ
轄
任
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
愈
々
移
轄
の
準
備
が
整
ふ

と
同
時
に
、
折
角
今
迄
丹
精
さ
れ
た
芳
崖
先
生
が
病
氣
に
か
4

ら
れ
死
去

マ
マ

さ
れ
た
、
そ
れ
が
二
十
一
年
十
一
月
四
日
で
歳
は
六
十
一
で
あ
っ
て
、
谷

中
長
安
寺
に
葬
ら
れ
、
臥
龍
居
士
と
琥
さ
れ
た
、
芳
崖
先
生
は
唯
敷
地
の

み
を
見
た
ば
か
り
で
、
歿
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
葬
式
は
美
術
學
校
の
教

授
と
し
て
の
資
格
で
學
校
の
前
を
通
過
し
た
の
で
あ
る
。

（
「
竹
内
教
授
の
昔
物
語
」
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
一
巻
第
九

号
。
明
治
三
十
六
年
五
月
）

い
ふ
。

（
同
年
八
月
二
十
八
日
『
東
京
朝
日
新
聞
』
）

竹
内
久
一
ら
が
「
ひ
そ
か
に
敷
地
の
検
分
を
や
っ
た
」
の
は
、
博
物
館
と
の

摩
擦
を
懸
念
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
竹
内
が
そ
れ
を
二
十
一
年
秋
と
し

て
い
る
の
は
、
前
出
の
新
聞
記
事
が
示
す
と
お
り
同
年
八
月
に
は
本
校
の
博
物

館
へ
の
移
転
が
公
表
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
み
て
時
期
的
に
遅
す
ぎ
る
よ
う
で

あ
る
。本

校
側
は
上
野
移
転
を
強
く
望
ん
で
い
た
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
の
ち
に

本
校
校
長
と
な
っ
た
正
木
直
彦
が
開
校
満
二
十
五
年
記
念
式
典
の
際
に
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

本
校
が
位
置
を
上
野
に
卜
し
た
と
い
ふ
こ
と
に
就
て
も
ま
た
一
場
の
御
話

し
が
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
前
に
も
申
上
げ
た
濱
尾
男
爵
が
本
校

開
校
以
前
に
、
圏
粛
取
調
の
用
務
の
為
に
獣
洲
各
地
へ
出
張
さ
れ
た
と
き

に
、
伊
太
利
へ
も
行
か
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
或
る
日
此
伊
太
利
羅
馬
の

元
の
メ
ヂ
チ

ー
家
の
別
業
の
跡
に
設
け
ら
れ
て
あ
る
佛
國
美
術
學
院
へ
行

か
れ
て
見
る
に
、
其
地
は
市
街
の
中
で
あ
る
が
、
小
高
き
慮
で
、
河
に
臨

マ
マ

み
林
を
控
へ
と
い
ふ
ゆ
う
や
う
に
、
洵
に
幽
選
で
風
致
の
あ
る
、

一
頭
地

を
抜
い
て
居
る
虞
で
あ
っ
た
の
に
男
爵
が
感
ぜ
ら
れ
、
成
る
ほ
ど
美
術
學

校
は
か
う
い
ふ
慮
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
へ
ら
れ
て
、
蹄
朝
後
此
上

野
の
如
く
、
高
潔
で
茂
林
の
あ
る
慮
で
な
け
れ
ば
、
外
に
美
術
學
校
を
置

く
所
が
な
い
と
思
は
れ
て
、
営
時
の
教
育
博
物
館
を
本
校
と
し
た
の
で
あ

る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

上

野

選

定
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（『東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
十
三
巻
第
五
号
。
大
正
三
年
十
月
）

こ
の
よ
う
に
、
正
木
は
浜
尾
新
が
ロ

ー
マ
の
仏
国
美
術
学
院
を
見
て
日
本
の

美
術
学
校
も
そ
の
よ
う
に
幽
速
で
風
致
の
あ
る
所
に
設
け
た
い
と
考
え
た
こ
と

が
契
機
と
な
っ
て
上
野
の
山
が
選
ば
れ
た
と
述
べ
て
お
り
、
こ
の
話
は
浜
尾
も

列
席
し
て
い
た
式
典
で
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
浜
尾
に
聞
い
た
儘
を
述
べ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
選
定
理
由
は
単
に
幽
速
の
地
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、

そ
こ
に
広
い
文
部
省
用
地
が
あ
り
、
帝
国
博
物
館
の
前
身
で
あ
る
宮
内
省
図
書

寮
附
属
博
物
館
が
あ
り
、
ま
た
そ
こ
が
内
国
勧
業
博
覧
会
や
諸
展
覧
会
の
開
催

地
で
あ
っ
た
た
め
で
も
あ
ろ
う
。
特
に
博
物
館
の
近
く
に
美
術
学
校
を
設
け
る

と
い
う
こ
と
は
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
欧
米
視
察
前
に
執
筆
し
た
帝
国
美
術
博
物
館

設
立
に
関
す
る
建
白
書
の
草
稿
に
お
い
て
提
案
し
て
お
り
（
『フ

ェ
ノ
ロ
サ
資
料

ー
』
＝
二
七
頁
）
、

彼
ら
の
美
術
行
政
構
想
を
実
現
す
る
た
め
に
は
そ
れ
も
一
っ

の
重
要
な
条
件
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

本
校
の
校
舎
に
あ
て
ら
れ
た
東
京
教
育
博
物
館
は
、
も
と
は
東
京
博
物
館
と

い
い
、
明
治
十
一
年
一
月
に
教
育
博
物
館
と
改
称
、
同
十
八
年
八
月
に
こ
の
名

称
と
な
っ
た
も
の
で
、
上
野
公
圏
の
西
北
隅
（
西
四
軒
寺
跡
）
一
万
六
千
七
百
四

十
九
坪
余
り
の
文
部
省
用
地
が
同
館
の
敷
地
に
あ
て
ら
れ
て
い
た
。
敷
地
内
に

は
二
百
十
九
坪
余
り
の
本
館
（
明
治
十
年
建
設
）
の
ほ
か
に
新
館
（
同
十
六
年
建

設）
、
東
京
図
書
館
書
庫
（
同
十
二
年
建
設
。

東
京
図
書
館
は
同
十
八
年
六
月
教
育
博

物
館
に
合
併
）
そ
の
他
が
あ
り
、
敷
地
の
境
界
に
は
土
手
が
築
か
れ
て
い
て
、

正
副
二
つ
の
門
が
あ
っ
た
。

同
館
は
手
島
精
一
が
献
身
的
努
力
を
も
っ
て
運
営
し
来
り
、
教
育
文
化
の
発

展
に
寄
与
し
た
が
、
明
治
十
年
代
末
か
ら
縮
小
化
の
方
向
に
向
か
い
、
同
二
十

二
年
六
月
十
日
に
閉
館
。
そ
の
後
、
高
等
師
範
学
校
附
属
施
設
と
な
り
、
同
校

隣
接
地
の
湯
島
聖
堂
内
に
移
転
し
存
続
し
た
。
本
校
は
閉
館
寸
前
の
同
館
の
建

物
に
移
転
し
、
ま
た
、
用
地
を
東
京
図

書

館
（
同
二
十
二
年
三
月
東
京
教
育
博
物

館
よ
り
分
離
独
立
）
と
分
割
し
て
引
き
継
い
だ
。

現
在
、
本
学
の
美
術
、
音
楽
両
学
部
は
東
上
野
か
ら
谷
中
へ
通
じ
る
道
路
で

あ
た
か
も
区
分
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
東
京
美
術
学
校
開

校
当
時
は

こ
の
道
路
は
無
く
、
敷
地
の
北
東
は
旧
西
四
軒
寺
通
り
（
今
の
本
学

事
務
局
の
裏
手
に
あ

っ
た
道
路
）

ま
で
延
び
て
い
た
。
東
南
は
桜
橋
通
り
（
現
在
本

学
と
都
美
術
館
の
問
を
桜
木

一
丁
目
方
向
へ
と
抜
け
る
道
路
）
に
接
し
、
そ
の
境
界

に
は
土
手
が
築
か
れ
て
い
て
、
そ
の
中
間
に
表
門
が
あ
っ
た
。
北
は
護
国
院
前

通
り
（
桜
木
町
通
り
）
に
接
し
、
裏
門
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
現
在
の
谷
中
へ
抜

け
る
道
路
は
こ
の
表
門
か
ら
裏
門
あ
た
り
へ
と
本
校
敷
地
内
を
通
し
て
作
ら
れ

た
の
で
あ
る
。
敷
地
の
西
南
は
護
国
院
境
内
と
動
物
園
敷
地
と
に
境
を
接
し
て

い
た
。
北
の

一
角
は
東
京
図
書
館
敷
地
が
大
き
く
喰
い
込
み
、
そ
こ
に
は
同
館

の
書
庫
（
の
ち
の
本
校
文
庫
。
現
在
の
煉
瓦
造
り
二
棟
）

や
閲
覧
室
が
あ
っ
た
。
ほ

か
に
敷
地
内
に
は
東
京
学
士
会
院
の
本
館
（
明
治
十
九
年
建
設。

の
ち
の
東
京
美
術

学
校
陳
列
館
な
い
し
は
ラ
グ
ー
ザ
記
念
館
）
そ
の
他
同
院
の
建
物
が
あ
っ
た
。

表
門
か
ら
校
庭
を
真
直
に
行
っ
た
と
こ
ろ
に
本
館
の
正
面
玄
関
が
あ
っ
た
。

こ
の
本
館
は
明
治
四
十
四
年
に
全
焼
し
た
の
で
、
現
在
で
は
二
、
三
種
の
写
真

に
よ
っ
て
概
観
を
知
り
得
る
の
み
だ
が
、
建
築
学
者
の
伊
東
忠
太
は
次
の
よ
う

に
書
き
残
し
て
い
る
。

藷
東
京
美
術
學
校
本
館

本
建
築
は
明
治
十
二

三
年
の
頃
教
育
博
物
館
と
し
て
造
ら
れ
、
後
轄
じ
て
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（明
治
二
十
二
年
一
月
十

一
日

『朝
野
新
聞
』）

東
京
美
術
學
校
本
館
と
し
て
用
ゐ
ら
れ
し
が
、
明
治
四
十
四
年
焼
失
し

た
。
木
造
漆
喰
塗
の
極
め
て
質
素
な
る
伊
太
利
ル
ネ
サ
ン
ス
型
で
、
遥
か

に
新
橋
停
車
場
の
型
に
捩
る
所
が
あ
る
。
玄
闊
の
手
法
の
如
き
、
如
何
に

そ
の
稚
気
に
富
め
る
か
を
見
よ
。

（『世
界
美
術
全
集
』
第
二
十
九
巻
。
昭
和
三
年
。
平
凡
社
）

た
だ
し
、
伊
東
が
明
治
十
二
、
三
年
建
設
と
し
て
い
る
の
は
誤
り
で
、
正
し

く
は
明
治
九
年
六
月
着
工
、
同
十
年
―
―
一
月
落
成
で
あ
る
。
も
と
も
と
は
東
京
博

物
館
と
し
て
建
設
さ
れ
た
も
の
で
、
明
治
四
十
四
年
の
焼
失
の
際
に
余
儘
中
よ

り
拾
得
さ
れ
た
屋
根
瓦
と
思
し
き
も
の
に
は
「
明
治
九
年
東
京
博
物
館
」
の
策

書
文
字
が
二
行
に
鍋
り
出
さ
れ
て
い
た
と
い
う
（
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報』

第
九
巻
第
四
号
。
明
治
四
十
四
年
二
月）。

本
校
が
上
野
に
移
転
し
た
の
は
明
治
二
十
一
年
十
二
月
十
日
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
は
『
官
報
』
（
同
年
同
月
十
二
日
付
）
に
「
東
京
美
術
學
校
ハ
一
昨
日
十
日

上
野
公
園
内
西
四
軒
寺
跡
へ
移
轄
セ
リ
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、

『
文
部
省
第
十

六
年
報
』
（
明
治
二
十
一
年
）
に
も
こ
れ
と
同
様
の
記
載
が
あ
る
。
し
か
し
、
左

記
の
記
事
か
ら
す
る
と
、
実
際
の
移
転
作
業
は
十
二
月
十
日
か
ら
翌
年
一
月
十

日
に
か
け
て
行
わ
れ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

0
美
術
學
校
の
移
韓
小
石
川
植
物
園
内
に
設
け
あ
り
し
文
部
省
直
轄
美

術
學
校
は
豫
て
上
野
公
圏
内
に
移
轄
の
筈
に
て
先
頃
よ
り
該
事
務
所
を
同

公
園
教
育
博
物
舘
内
に
置
き
し
が
昨
日
よ
り
同
校
全
体
を
教
育
博
物
舘
内

に
移
轄
せ
り
。

移
転
後
問
も
な
い
こ
ろ
の
学
校
の
様
子
を
坊
彿
と
さ
せ
る
も
の
に
前
出
「
竹

内
教
授
の
昔
物
語
」
が
あ
る
。
所
々
に
時
期
が
前
後
し
た
り
説
明
が
わ
か
り
に

く
い
部
分
が
あ
る
が
、
貴
重
な
証
言
な
の
で
該
当
箇
所
を
左
に
掲
載
す
る
。

マ

マ

そ
れ
で
學
校
が
愈
引
移
り
し
は
十
一
月
で
あ
る
。

小
石
川
の
方
に
は
岡
粛

取
調
掛
の
一
棟
の
外
に
、
彫
刻
の
為
め
の
一
教
場
が
設
け
ら
れ
て
あ
っ

た
、
現
今
工
藝
科
の
塑
造
教
室
が
そ
れ
で
あ
る
。
設
計
は
藤
田
氏
が
や
ら

れ
た
の
で
、
光
線
の
取
様
も
よ
ろ
し
く
、
石
敷
で
又
教
員
室
も
設
け
ら
れ

た
の
で
あ
る
。
然
る
に
教
育
博
物
舘
は
ま
だ
縦
覧
を
許
し
居
る
事
故
、
東

京
美
術
學
校
と
い
ふ
縦
看
板
は
今
の
裏
門
と
、
先
逹
て
埋
め
し
古
井
戸
の

ア
ク

中
間
の
邊
り
に
、
二
本
の
棒
ぐ
ひ
を
立
て
4

掲
げ
た
の
で
、
即
ち
今
の
裏

門
が
営
時
の
美
術
學
校
の
表
門
と
も
何
と
も
そ
れ
が
唯
一
の
正
門
で
あ
っ

た
の
で
あ
る
。
此
間
迄
、
新
舘
の
裏
手
に
な
が
ら
く
閉
鎖
さ
れ
し
入
口
の

上
に
、
東
京
美
術
學
校
の
横
額
が
掛
け
て
あ
っ
て
、
あ
れ
が
即
ち
玄
開
と

な
っ
て
居
た
の
で
あ
る
。
此
年
十
二
月
生
徒
募
集
を
し
て
、
入
學
試
験
は

其
の
月
二
十
四
日
よ
り
始
め
、
新
舘
で
試
験
し
た
の
だ
が
、
ま
だ
此
の
頃

に
は
そ
の
邊
に
、
象
の
骨
や
、
組
の
甲
や
、
馬
や
兎
の
骨
な
ど
が
並
べ
ら

れ
て
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
先
づ
斯
様
の
わ
け
で
中
々
混
雑
を
極
め
た
の

で
、
そ
れ
に
教
育
博
物
館
も
は
か
人
＼
し
く
は
引
取
ら
ず
、
さ
う
か
と
い
ふ

て
美
術
學
校
の
方
で
は
緩
り
と
待
っ
て
居
る
わ
け
に
も
ゆ
か
ず
、
つ
ま
り

美
術
學
校
の
方
で
は
無
理
に
押
掛
け
て
教
育
博
物
館
に
割
り
込
ん
だ
様
な

も
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
入
學
試
瞼
は
新
舘
の
今
の
塑
造
科
の
と
こ
ろ
で
箱

薔
の
試
験
を
し
た
、
今
の
第
一
講
義
室
は
固
よ
り
の
儘
で
學
科
の
試
瞼
は

其
慮
で
行
ふ
た
、
今
の
教
員
控
所
即
ち
あ
の
狭
苦
し
き
と
こ
ろ
、

一
時
化
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學
の
教
室
と
も
佛
語
の
教
室
と
も
な
り
し
所
は
、
此
時
分
學
士
會
院
の
會

員
の
控
席
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
な
ほ
建
物
を
述
べ
て
見
ま
す

る
に
、
今
の
騰
操
場
は
嘗
時
に
は
な
く
て
丁
度
前
に
述
べ
た
る
正
門
よ
り

員
直
に
、
新
館
の
玄
闊
に
通
路
が
あ
っ
て
、
其
れ
よ
り
圏
書
舘
の
方
に
よ

れ
る
所
に
、
六
間
に
十
二
問
位
の
物
置
が
あ
っ
た
、
こ
れ
を
先
以
て
彫
刻

科
の
教
室
に
充
用
し
た
、
彫
刻
科
の
入
學
試
瞼
は
即
ち
此
所
で
行
ふ
た
、

其
の
隣
が
即
ち
小
石
川
よ
り
引
移
し
た
（
前
上
の
藤
田
氏
の
設
計
せ
し
も

の
）
建
物
で
石
彫
の
教
塩
と
し
た
の
で
あ
る
。
此
の
彫
刻
教
場
と
し
た
る

物
置
の
一
部
に
食
堂
を
も
設
け
ら
れ
た
、
而
し
て
其
の
向
側
に
は
聯
か
の

建
物
が
あ
る
。
又
四
軒
寺
時
代
の
土
蔵
も
あ
っ
て
、
そ
の
土
蔵
は
な
ほ
教

育
博
物
館
の
方
で
使
用
し
て
居
た
の
で
あ
る
。
此
の
土
蔵
の
並
び
に
あ
っ

た
建
物
を
彫
金
科
の
教
場
準
備
の
場
所
と
し
た
の
で
あ
る
。
サ
テ
入
學
試

瞼
も
首
尾
よ
く
終
り
て
、
翌
年
二
月
生
徒
を
入
れ
た
の
で
あ
る
。
新
館
の

入
口
を
入
る
と
僅
か
に
六
七
昼
敷
の
場
所
が
あ
る
、
そ
れ
が
営
時
の
會
計

室
で
も
庶
務
室
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
今
の
日
本
高
科
四
年
の
教
室
に

東
の
方
に
突
き
出
し
た
る
、
一
室
が
、
そ
れ
が
即
ち
校
長
室
で
あ
っ
た
の

で
あ
る
、
此
の
校
長
室
の
設
け
ら
れ
た
時
代
に
は
、
そ
の
廣
塩
即
ち
今
の

四
年
の
教
室
に
は
、
虎
や
獅
子
や
狼
な
ど
の
骨
が
陳
列
さ
れ
て
居
っ
た
の

で
、
生
徒
は
此
の
骨
を
取
り
園
ん
で
毎
日
勉
強
し
た
の
で
あ
る
。
併
し
そ

れ
は
骨
の
窟
生
で
は
な
く
て
狩
野
派
の
粉
本
や
ら
、
フ
エ
ノ
ロ
サ
氏
出
題

の
「
茶
摘
み
」
に
「
ブ
ッ
チ
ガ
ヒ
」
な
ど
を
、
頻
り
に
稽
古
し
て
居
っ
た

の
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
其
の
南
方
の
階
上
の
室
に
も
、
矢
張
り
教
育
博
物

館
の
陳
列
品
た
る
骨
格
類
や
、
剣
製
の
鳥
獣
類
が
、
多
く
室
の
中
央
、
棚

の
上
下
に
安
置
せ
ら
れ
ま
た
そ
こ
に
は
植
物
薗
よ
り
運
ば
れ
た
、
美
術
學

手
に
引
受
け
て
仕
事
を
し
た
の
で
あ
る
。
又
先
頃
よ
り
や
め
た
指
物
師
の

校
所
蔵
の
書
籍
標
本
類
が
此
の
棚
あ
る
箱
の
上
に
積
み
置
か
れ
て
、
こ
れ

が
東
京
美
術
學
校
の
文
庫
で
あ
る
。
裳
時
の
文
庫
蔵
品
は
官
に
僅
少
の
も

の
の
み
で
、
今
か
ら
見
れ
ば
誠
に
笑
止
の
次
第
で
あ
る
。
そ
れ
は
狩
野
家

の
粉
本
類
を
最
と
し
て
、
濱
尾
氏
岡
倉
氏
が
歌
洲
よ
り
持
蹄
ら
れ
し
、
各

図
の
博
物
館
な
ど
の
所
蔵
た
る
、
油
縮
、
彫
刻
、
建
築
な
ど
の
寓
員
で
あ

る
、
此
の
窃
員
が
現
時
折
々
印
刷
せ
ら
る
4

西
洋
名
作
集
で
あ
る
。
教
員

の
食
堂
は
之
の
文
庫
の
一
隅
を
以
て
し
た
の
で
、
鼠
や
狐
の
前
で
中
食
を

召
上
っ
た
の
で
、
営
今
、
長
光
亭
の
牛
の
料
理
を
頂
戴
す
る
と
は
、
梢
異

つ
て
居
っ
た
様
で
あ
る
、
彼
是
と
日
を
送
る
中
に
、
教
育
博
物
館
の
列
品

は
漸
々
形
付
け
ら
れ
て
、
全
く
取
彿
は
れ
て
か
ら
は
、
新
館
の
南
室
は
彫

刻
の
教
場
北
室
は
綸
諧
の
教
場
と
な
り
、
事
務
所
は
元
の
館
長
室
に
移

る
、
其
の
隣
が
校
長
室
、
其
の
隣
が
文
庫
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
う
し

て
此
れ
等
の
位
置
は
、
此
の
間
建
直
し
た
小
使
室
よ
り
東
南
へ
営
る
績
き

の
も
の
で
昨
年
迄
物
置
や
、
大
工
の
工
作
塩
な
ど
と
な
っ
て
居
つ
た
所
で

マ
マ

あ
る
。
唯
小
使
室
は
博
物
館
時
代
の
通
り
で
あ
っ
た
。
そ
た
か
ら
文
庫
が

復
び
二
階
へ
移
り
て
其
の
跡
は
彫
金
教
場
と
せ
ら
れ
た
。
（
文
庫
は
そ
れ

よ
り
現
時
の
所
に
移
っ
た
の
で
あ
る
）
そ
れ
で
此
常
時
の
教
授
法
は
彫
刻

科
の
方
で
は
別
に
愛
更
は
な
か
っ
た
が
、
綸
帯
の
方
に
て
は
殆
ん
ど
隔
月

位
に
教
室
も
愛
更
し
評
議
も
マ
チ
／
＼
で
あ
っ
た
様
で
あ
る
。
サ
テ
又
絃

に
植
物
圏
時
代
よ
り
鰹
師
屋
の
銀
次
郎
と
申
す
も
の
が
あ
っ
て
、
之
は
根

岸
の
紐
師
屋
山
下
兼
吉
（
現
時
七
兵
衛
と
云
）
の
弟
子
で
、
芳
崖
先
生
に

マ
マ

愛
せ
ら
れ
て
、
學
校
の
歴
史
の
如
き
は
常
に
能
く
記
臆
し
て
居
つ
て
、
極

め
て
調
方
の
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
學
校
が
上
野
に
移
り
て
よ
り
は
、
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か
ら
、
學
校
の
鰹
螢
は
、
思
ふ
様
に
は
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

榎
小
才
一
―
―
と
申
す
者
も
出
入
し
て
居
っ
た
の
で
あ
る
。
庭
園
に
就
て
申
し

ま
す
れ
ば
、
今
日
の
文
庫
の
邊
に
は
花
壇
が
あ
っ
て
、
色
々
の
草
花
が
咲

き
箇
れ
て
居
つ
て
ア
ノ
今
日
動
物
園
内
に
屈
す
る
南
方
の
谷
問
は
、
あ
れ

は
後
に
動
物
園
に
貸
し
た
の
で
、
営
時
は
熊
笹
が
繁
茂
し
て
居
っ
た
の
で

あ
る
。
裏
の
方
で
は
今
日
に
て
は
大
分
擦
が
つ
て
居
る
が
、
以
前
は
今
の

大
弓
場
あ
た
り
は
護
國
院
の
境
内
で
あ
っ
て
、
今
の
裏
門
の
並
び
は
錨
金

科
の
錨
物
場
の
出
来
る
為
め
に
後
に
撰
げ
ら
れ
た
の
で
、
前
に
は
裏
門
は

今
の
よ
り
四
五
間
中
程
に
あ
っ
て
、
垣
根
は
今
の
岡
告
館
の
も
の
4

様
な

石
垣
土
手
で
あ
っ
た
。
今
日
裏
門
内
に
長
く
敷
か
れ
た
飛
石
は
、
即
ち
之

の
垣
根
の
石
を
用
ゐ
た
の
で
あ
る
。
サ
テ
最
後
に
申
し
ま
す
が
一
鉢
此
の

美
術
學
校
の
前
身
と
申
す
は
、
小
石
川
植
物
園
時
代
で
あ
り
ま
し
て
、
之

れ
が
歴
史
的
に
申
し
ま
す
れ
ば
紳
代
と
も
史
前
と
も
い
ひ
ま
し
や
う
か
、

此
の
時
代
に
は
逸
話
奇
談
は
中
々
あ
り
ま
し
て
、
随
分
面
白
き
事
も
あ
り

ま
す
。
そ
れ
か
ら
愈
第
一
期
時
代
と
も
申
し
ま
す
る
は
前
に
略
々
申
上
げ

ま
し
た
様
な
創
業
時
代
で
、
學
校
組
織
や
ら
、
轄
宅
や
ら
で
、
混
雑
な
が

ら
緒
に
つ
い
た
の
で
あ
り
ま
す
。
員
柴
左
金
吾
、
加
藤
直
景
と
か
う
突
飛

マ
マ

に
申
し
ま
す
る
と
、
太
閣
記
に
で
も
あ
る
も
の
4

様
で
あ
り
ま
す
が
、
之

れ
は
此
の
學
校
の
神
代
即
ち
小
石
川
植
物
園
時
代
頃
よ
り
の
小
使
の
名
で

あ
り
ま
し
て
、
何
れ
も
一
騎
営
千
の
強
の
者
で
、
小
使
部
屋
に
於
け
る
各

一
方
の
旗
頭
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
此
の
営
時
の
學
校
の
経
費
は
、

た
し
か
一
年
一
萬
二
千
圃
位
と
記
臆
し
て
居
り
ま
す
。
而
し
て
御
雇
教
師

の
フ
エ
ノ
ロ
サ
氏
に
は
、
此
内
か
ら
年
に
六
千
圃
仕
彿
ひ
ま
し
た
の
で
す

第
一
回
生
徒
募
集
は
明
治
二
十
一
年
十
一
月
に
実
施
さ
れ
た
。
左
記
は
同
年

同
月
二
十
五
、
二
十
六
日
の
『
東
京
日
日
新
聞
』
広
告
欄
に
掲
載
さ
れ
た
募
集

広
告
で
あ
る
。

東
京
美
術
學
校
生
徒
募
集

本
校
普
通
科
第
一
年
級
生
徒
五
十
名
（
今
回
ハ
男
生
徒
二
限
ル
）
ヲ
募
集

ス
本
校
規
則
入
學
規
程
二
照
準
、
ソ
入
學
志
願
ノ
者
ニ
シ
テ
本
校
二
於
テ
試

瞼
ヲ
受
ク
ヘ
キ
モ
ノ
ハ
願
書
二
履
歴
書
ヲ
添
へ
来
ル
十
二
月
十
五
日
ョ
リ

二
十
ニ
マ
テ
ニ
差
出
ス
ヘ
シ
試
瞼
ハ
同
月
廿
五
日
ョ
リ
之
ヲ
始
ム

入
學
試
瞼
課
目

H
聞
書
作
文
漢
字
交
り
文

⇔

算

術

全

腑

回

日

本

歴

史

大

要

四

臨

需

⑮
圏
按
若
ク
ハ
彫
刻
模
造

H
ロ
ノ
課
目
ハ
尋
常
中
學
校
第
二
年
ノ
程
度
二
準
ス
府
縣
特
選
二
係
ル
者

ニ
就
テ
ハ
此
際
本
校
ョ
リ
府
縣
罷
へ
照
會
シ
置
ヶ
リ

東
京
美
術
學
校

募

集

方

法

第
七
節

生
徒
募
集
、
開
校
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